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　アユモドキの産卵形態は特殊で、河川の氾濫により生

じた一次水域（水たまり）の、水に浸かった陸生の草の

間で産卵します。これに似た環境として水田があります

が、稲を植えているところでは産卵せず、素掘りの畔や

低い荒れ地に導水したところの水に浸かった草の間で産

卵します。U 字溝やコンクリート護岸によりこのような

環境がなくなったため、当会では 1989 年より岡山市内

の用水路脇の 2 反の休耕田を借り受け、旭川水系のアユ

モドキの自然産卵を援助しています。この休耕田の草刈

り、水路掘り、用水路の藻刈りはかなりの重労働です。

　2002 年には、吉井川水系における最大で最後の自然

産卵場を発見しましたが、ここが道路計画によって埋め

立てられることになったため、当会は関係各省庁の協力

を得てこの計画を阻止しました。この地での詳細な観察

からアユモドキの生態と生活史が解明され、英文の論文

となりました。

【アユモドキ成魚】

【スイゲンゼニタナゴ】

【保護している産卵場所（休耕田）】

また、広島県の芦田川でも採集の記録があります。しか

し、近年その個体数は激減し、生息範囲も極端に狭まって

お り、1977 年 に 国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ ま し た。

現在では、岡山県の旭川・吉井川水系のごく限られた地

域 と 、 京 都 府 亀 岡 市 で 確 認 さ れ て い る に す ぎ ま せ ん 。

岡山県の高梁川水系では、すでに 10 数年前より絶滅が

予想されており、もっとも絶滅が危ぶまれる種のひとつ

にあげられています。約 60 年間でここまでアユモドキ

が減少した理由は、圃場整備と用水路～畔のコンクリー

ト化によって産卵場所へ進入できなくなったことに他な

りません。

2003 年から「川ガキ道場」という水辺教室をアユモドキ

生息地の公民館と共催で行っています。その後、次々と

県内各地で水辺教室をするようになり、会員がインスト

ラクターを務めています。

　私の趣味というか道楽について長々と書き連ねました

が、今後も体が動くうちはこの活動を続けていきたいと

思います。

　2005 年からは人工繁殖に取り組んで技術を確立し、

得られた個体は啓発活動（展示・貸出）に使用されていま

すが、近年、野生のアユモドキを使った人工繁殖ができ

ない年があるほど、個体数が減少しています。その原因

は、産卵場所の消滅の他にも多数ありますが、近年のカ

ワウの増加も大きな要因で、アユモドキのみならずすべ

ての淡水魚が激減しています。

　2007 年からはスイゲンゼニタナゴの生活史調査を開

始し、生息域、生息環境を調査しましたが、マニアの密

漁から守るため公表せず、密かに守っています。

　岡山県は南北に流れる吉井川、旭川、高梁川の 3 大河

川を有し、淡水魚の種類・密度ともに全国一豊富なマニ

ア垂
すいぜん

涎の地であるため、観賞魚を求めて採集にやってく

るマニア・業者も多く、稀少淡水魚の密漁者が後を絶ち

ません。2006 年度から環境省からの委託により、「生

息環境・密漁パトロール」を行っており、2007 年 5 月

には当会の会員と警察がスイゲンゼニタナゴとアユモド

キを密漁していた県外からの 2 人組をお縄にしました。

これら 2 種の他にも県・市のレッドリストには希少種が

記載されていますが、生息数の減少が明らかに採集圧に

よるものと考えられる種が存在します。

　 私 た ち が 絶 滅 を 危 惧 す る も う 一 つ

の希少種は「川ガキ」です。次代の後

継者である川ガキがいなくなると、保

護 活 動 は 途 絶 え て し ま い ま す 若 い 会

員を増やすことが急務となっており、

いろは…とは
　私たちは「住んでいる町を、住みたい町に」を合言葉

に、誰にとってもより良い暮らしができるには何ができ

るかな、地域にどんなサービスがあったら助かるかな、

と皆で考え、実現したいという思いで集まったワーカー

（働き手）のグループです。

　一番はじめに皆で考えたグループの名前が「いろは」。

こ の 名 前 は「 い ろ は に ほ へ と の い ろ は ＝ 始 め の 一 歩 」

という意味と、「色々な葉っぱが集まってできている」と

いうイメージに基づいて、最後は皆で投票して決めました。

みんなで創ってきた職場
　ワーカーは一人一人が自主性を持ち、全員が経営に

関わり、いつも自分たちにとって働きやすい職場作りを

意識して働いています。

　我が子が一人で留守番できないほど小さかった時に

は、敷地内でお互いの子どもを預かる方法での事業所内

託児を設けたり、夏休みのイベントを企画したり、互助

的な仕組みや報酬（お給料）も話し合って決めるのです。

皆が主役とはいえ、介護や保育の経験者が数名いた他

は、経営に関しては素人の集まりで、初めから自力での

　業務上の会議のほか働き手（ワーカー）としての会議

もあり、いつも夢を語り合う仲間を意識できます。実際

のところ、日々の業務に追われて疲れたり、家族内に心

配事があったり、なかなか気持ちよく働くことが難しい

時が皆あります。また事業として数字が良くない時、働き

手が十分に確保できない時、夢を語るどころではなく、

先行きがまったく開けないような思いになってしまい、

会議の席がどんよりした空気でいっぱいな事もあります。

　ただ、そういう時もそういう事も含めて、日々しっか

り話をしています。途中はモヤモヤしながら、でも意見

を出し合ってあゆみを進めるところが、いろはの特徴で

あり良さだと思います。

　私たちは仕事という自己実現の場における「運命共同

体」のようなもの。これが「仲間」ということかな、と思

う今日この頃です。

私たちを生み出してくれたグリーンコープ

※余談ですが、いろはでは制服も色とりどり 20 色以上あり、希望に添って２枚ずつ好きな色を支給します。立ち上げの時に作っ
た制服なので「デイグリーンいわくに」の職員も全員、色は違えど皆同じ「いろは」のロゴが入ったポロシャツを着ています。

運営は到底無理でした。そこで 20 年以上前から活動し

てこられた同じ県内外の法人の先輩方に何もかも一から

教わり、また皆で必要な資格を一つひとつ取りながら、

ゆっくりゆっくり歩みを進めてきました。

～いろはに～いろはにホッホッと～と～
人と人とが支え合って「共に生きる」を基本理念に、広島から鹿児島までの９県でさまざまに

活動している社会福祉法人グリーンコープ。岩国の地でも事業所を立ち上げて９年が経ちます。

ホームページアドレス：http://fukushi-greencoop.or.jp/prog/dbs/54

のあゆみいろは

2012 年６月
通所介護事業所「デイグリーンいわくに」立ち上げ。

※後に地域密着型に。

2013 年４月　
訪問介護事業所

「ふくしサービスセンターいろは」立ち上げ。

2016 年１月　
岩国市子育て支援事業の委託を受け、

「いろは」として子育てヘルパー事業開始。

これまでの事例では、庭の草取り、留守宅の掃除、

病院受診の付き添い、習い事の送迎…但し徒歩またはバス利用、

病児の見守り、子どもさんと長時間の留守番、

夜間のトイレ付き添い、ほか定期の家事支援等々。

既存の制度では難しい支援にも、

できる限り柔軟に対応しています。

2011 年 6 月
生活応援サービス（一般に自費サービス）

＝赤ちゃんからお年寄りまでどなたでも利用できる
サービスからスタート。

昼食は全てグリーンコープの安心・安全な

食材を使った手作りで、とっても美味しい

と大好評。しかも一食あたり

の料金（実費）は開設当初から

据え置き（やや赤字）です。

①の自費サービスではご利用者負担が大きいため、

可能な方は保険制度を使って頂いて、両輪で

しっかりと支えていきたいという

思いから介護保険事業に

参入しました。

生後６ケ月未満の赤ちゃんがいるご家庭で、お母さんは

心身ともに大変な時期でもあります。もともと私たちが

目指している「地域を支えるあたたかい手に

なりたい」という思いとも重なり、

ヘルパー達もまた新たな

やり甲斐を感じています。
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写真はコロナ禍の時、グリーンコープ生協の組合員さんから「マスクがなく

てはお困りでしょう」と届けられた、スタッフ全員分の手縫いのマスク。

誰もが大変な中にあっても人を思いやり、私たちにまで思いを馳せて下さっ

た事。思いを形にして下さったプレゼントにただ驚きと感謝でいっぱいに

なりました。

私たちを生み出してくれたグリーンコープとのつながりを象徴するような

出来事でした。

社会福祉法人グリーンコープ
訪問介護事業所　ふくしサービスセンターいろは

管理者 山根 郁（やまね・ふみ）

プロフィール ...

2005 年結婚し岩国市へ転居。長男出産
を機にグリーンコープ生協に加入。
結婚前に取得した『介護福祉士』という
資格を活かしたいと、いろはの立ち上げ
から関わり今に至る。

手作りマスク


